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広瀬町は、かつて戦国時代の雄、尼子氏の本拠地として知られ、その後毛利

氏、堀尾氏の治世を経て、江戸時代には松平家の支藩である広瀬藩 3万石の城

下として栄えた地域です。中でも中世における支配の拠点である富田城跡は中

国地方を代表する城館遺跡として広 く知られており、昭和 9年 には国の史跡に

指定されました。

この富田城跡の最北端に位置する山輪である千畳平は、古くから「桜の名所

太鼓壇公園」として多くの方に親しまれてきましたが、ここに設置しておりま

す便益施設が長い年月を経て老朽化し、来訪者より再整備の要望が強まったた

め新築することになりました。このため建設予定地の発掘調査を行ったところ、

通路跡を始めとする多くの遺構を確認しました。

一方、塩谷地区では、日向丸という月山に隣接する著名な城砦跡の存在が知

られていましたが、林道建設計画に伴い事前の発掘調査を行ったところ、その

構造の一端を解明することが出来ました。

この度、これら2つの遺跡について報告書を刊行する運びとなりました。さ

らに、今後も多方面から調査・研究し、郷上が誇れる文化財として、また、身

近な歴史教育の場として整備・活用に努めて参りたいと考えております。

終わりになりましたが、発掘調査にあたりご指導頂きました文化庁 。島根県

教育委員会をはじめとする関係各機関、史跡富田城跡総合整備委員会、発掘調

査及び整備工事に従事していただきました方々に、厚 くお礼を申し上げると共

に、本書が地域の歴史解明に役立つことを念願致しております。

2004年 3月

広瀬町教育委員会

教育長 村 上 晴 夫
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第 I章 位置と環境

第 1節 周辺の城館遺跡

広瀬町は、中世末から近世初頭にかけて、出雲国内を始めとして、山陰・山陽支配の中

心拠点となり、また、江戸時代には松江藩の支藩である広瀬藩三万石が置かれ、以後明治

維新に至るまでその城下町として栄えた地域である。

このような歴史的背景から、この地域には中世～近世期の遺跡、特に城館遺跡が数多 く

存在する。 (注 1)

その多 くは山城跡であり、あまり開発工事の及ばない山上に位置するため、遺構の保存

状態は良好であるが、低丘陵上や平野部に位置するものについては後世に宅地や田畑とし

て開発されたため、損壊または消滅しているものもある。

富田城跡は、標高約190mの月山山頂部を中心に、北へ向かって馬蹄形に伸びる丘陵部を

含んだ、周囲約1.5km四方に及ぶ大規模な城砦である。

昭和 9年 に国の指定史跡となった後、昭和52年の石垣修理に伴う山中御殿平地区の発掘

調査を皮切 りに、以後史跡整備に伴い山頂及び山麓の曲輪群について発掘調査が行われて

多数の遺構と遺物が発見されている。

富田城跡の北東新宮谷一帯には、尼子国久ら新宮党の居館跡である県史跡新宮党館跡を

中心とした新官谷城館跡群、そして南西の塩谷一帯には明星寺館跡を中心とした明星寺・

塩谷城館跡群が存在し、これらについても数箇所で発掘調査が行われている。

月山北部山麓を流れる飯梨川 (富田川)の河床には、城下町遺跡である富田川河床遺跡

がある。寛文 6年 (1666)の大洪水によって水没し、以後幻の城下町と呼ばれてきたが、

昭和40年代に上流にダムが建設されて以来、徐々に遺構が露出するようになった。

発掘調査は昭和49年の第一次調査を皮切 りに数次にわたり行われ、数多くの遺構、遺物

が発見され、国内の中 。近世を代表する遺跡として知られるようになった。

日向丸城砦群は富田城跡の西側背後山上に所在し、富田城跡とは本丸西側曲輪群と細い

尾根伝いにつながっている。最高所に存在する日向丸は伝承では尼子氏の朝拝所と伝わる。

京羅木山城砦跡群は広瀬町と東出雲町の境にまたがって存在する城砦群である。

天文12年 (1543)周 防の大内義隆が大軍を率いて富田城を攻撃した際に本陣が置かれた

と伝わる城で、山頂部から尾根沿いに曲輪が連続している。特に東方尾根筋では枡形虎口

と連続竪堀で防御を固めている。

勝山城跡は京羅木山城砦跡群の南東端に位置し、毛利氏による富田城攻略戦の際に最前

線基地として使用されたと考えられている。城の構造として特徴的なのは、地元で「槍溝」

と呼ばれる大規模な連続竪堀群と、「人枡」と呼ばれる中世では県下最大規模の枡形虎回の

存在である。



土居城跡は真木氏の居城 と伝わる城で、現在の宇波小学校裏山に存在する。山頂部に小

規模な曲輪を階段状に一文字に配 し、山腹には居館跡 とみられる広大な曲輪が存在する。

明治30年頃、旧宇波小学校敷地造成中に完形の備前系陶器壷 (間壁編年V期)が 1点出

土している。 (注 2)(注 3)

広瀬町内の城館遺跡は、富田城跡 と富田川河床遺跡以外はほとんど考古学的調査が行わ

れていない。しかし幾つかの遺跡については工事などに伴い調査が行われている。

福頼城跡 (福頼遺跡)は伝承では福頼氏の居城 と伝わる城跡で、飯梨川と山佐川の合流

点に突き出た舌状丘陵先端に位置する。階段状に曲輪を配置し、尾根の背後を土塁 と深い

堀切で遮断している。昭和62年、福頼団地造成工事に伴い調査が行われ、建物跡とみられ

る柱穴などとともに、備前系陶器や青磁碗、白磁小杯、土器橋鉢、土鍋等が出土 している。

これらは概ね15世紀代のものと考えられることから、城の時期もこの頃を中心とするもの

と考えられる。 (注 4)

土居成遺跡は寺山城跡のある山から飯梨川へ向かって伸びる舌状丘陵上に所在する。こ

の丘陵全体が統合中学校建設予定地となったため、平成14年度から町教委が発掘調査を行

っている。

その結果二重の堀切で区画された内外から多数の柱穴や、礎石建物跡、土媛、溝などが

発見され、中国製青磁、白磁、染付、南蛮系陶器や備前系陶器、瀬戸美濃天目茶碗、京都

系の土師質土器等が出土している。

これら出土陶磁器の年代から15世紀初頭から16世紀中葉まで存続 した城館跡 と考えら

れ、背後の山上に存在する寺山城との関連も考えられる。 (注 5)

注 1. 島根県教育委員会1998『 出雲・隠岐の城館跡』

2.広 瀬町1968『広瀬町史上巻』では、「窯変須恵器」という呼称で紹介されており、現在も宇波小

学校で保管されている。

3. 間壁忠彦1991『 備前焼』(考古学ライブラリー60)ニ ユーサイエンス社

4. 広瀬町教育委員会1987『福頼遺跡発掘調査概要』

5. 広瀬町教育委員会2003F土居成遺跡発掘調査現地説明会資料』



第 1図 周辺の城館遺跡



表 1 周辺の中世城館遺跡一覧

名 称 種 別 所 在 地 概 要 備  考

富田城跡 城館跡 広瀬町富田 曲輪、帯曲輪、土塁、

石垣、堀切、虎口、

陶磁器、瓦

国史跡

本報告書

９

留 日向丸城砦跡群 城館跡 広瀬町富田 曲輪、堀切 本報告書
つ
じ 明星寺 。塩谷城館跡

群

城館跡 広瀬町富田 曲輪、土塁、堀切

4 新宮谷城館跡群 城館跡 広瀬町富田 曲輪、堀切、陶磁器他 県史跡新宮

党館跡含む。

5 寺山城跡 城館跡 広瀬町菅原 曲輪、竪堀 蓮花寺山城

6 独松山城砦群 城館跡 広瀬町富田 曲輪、土塁、堀切、

竪堀

7 飯生山城跡 城館跡 安来市飯生町 曲輪、竪堀

8 亀井ヶ成、誓願寺裏

城砦跡群

城館跡 広瀬町広瀬、

石原

曲輪、土塁、井戸

9 大成山城砦跡群 城館跡 広瀬町広瀬 曲輪、土塁

10 三笠山城跡 城館跡 広瀬町広瀬 曲輪、堀切

経塚山城砦跡群 城館跡 広瀬町広瀬 曲輪

９

留 神庭横山城跡 城館跡 安来市神庭町 曲輪

つ
０ 勝山城跡 城館跡 広瀬町石原 曲輪、土塁、堀切、

連続竪堀、枡形虎口

瀧山城

14 石原城跡 城館跡 広瀬町石原 曲輪

15 京羅木山城砦跡群 城館跡 広瀬町石原 曲輪、連続竪堀、虎口、

土塁、堀切

16 高小屋城跡 城館跡 広瀬町宇波 曲輪、堀切 宇波城 ?

ワ
ｒ 土居城跡 城館跡 広瀬町宇波 曲輪、陶磁器 削平等 に よ

リー部損壊。

宇波城 ?

18 勝 日山城跡 城館跡 広瀬町広瀬 曲輪、土塁、堀切、

井戸

珊 山朋X肖J

平等により遺

構一部損壊。

19 福頼城跡 城館跡 広瀬町下山佐 曲輪、土塁、堀切、柱

穴、陶磁器他

消滅

S62年発掘

調査。

20 富田川河床遺跡 集落跡 広瀬町富田～

安来市古川町

城下町遺構、風呂遺構、

陶磁器他
９

留 土居成遺跡 城館跡 広瀬町富田 礎石建物、掘立柱建物、

堀切、陶磁器他

H15年発掘

調査。



(国駆土晉士) |

難鞭
―
田量畑Υ





第Ⅱ章 史跡富田城跡 (千畳平地区)

第 1節 調査に至る経緯

千畳平は史跡富田城跡の北西端に位置する曲輪である。その名前が示すように富田城内

でも屈指の面積を持ち、曲輪の周囲には石垣が存在 している。また、この曲輪は隣接する

太鼓壇曲輪 と併せて太鼓壇公園として整備され、桜の名所 として人々に親 しまれている。

以前から公国内には便益施設が設置されていたが、老朽化が進み、長い間使用できなく

なっていたため、かねてより来訪者から、便益施設を新設 してほしい旨の要望がよせ られ

ていた。そこで広瀬町では、町単独の事業 として、便益施設の再建事業を行 うこととなり、

建設候補地において遺構の有無を確認するため事前の発掘調査を行うこととなった。

千畳平曲輪南端の太鼓壇曲輪切岸下部分 (I区)及びそこから約10m東側の旧便益施設

周辺 (Ⅱ 区)の 2箇所の候補地について発掘調査を行った結果、双方に遺構が存在するこ

とが確認されたため、新設する建物は旧便益施設の位置に盛土をした上に建設することと

した。ただし浄化槽については、工法的に地下に埋設せざるを得なかったため、遺構にあ

まり影響のない部分について掘削を行って埋設することとした。

成13年度調査地点

第 2図 発掘調査箇所 (S=刊 /8000)



第 2節  I区の調査

I区 についてはT-1を 軸としてその周辺にT-2～ T-6ま で トレンチを設定 し、調査

を行った。斜面部に設定 した トレンチであるT-2以 外はすべて表上下20～ 30cmで遺構面

である岩盤に達 した。なお調査地は後世に畑などに利用され、またその後は公園として盛

んに利用 されていたため若干の撹乱を受けてお り、遺構面上に堆積 している土はほとんど

が近 。現代の陶磁器やガラス瓶など、廃棄物の混ざった耕作土であった。

I区ではピット8、 溝状遺構 2、 石組遺構 とを検出した。ピットは形状や配置か ら3列

に分けられ、それぞれ主軸を北東―南西方向にとっている。P3-P4は 柱間がほぼ1,4m

を測 り、柱穴の平面形は楕円形で、長軸約45cm、 短軸約20cm、 深 さも約 10cIIl程 度 とかな

り浅いものである。 P5-P6は 溝状遺構 SD01に 沿うように存在 し、 P6の北側壁面

はSD01と 切 りあってお り、その間には石塊 を並べて補強している様に見受けられる。

ピットの規模はP5が径約20cm、 P6が約35cmで、深さは共に約30cmを測る。

T-2で は太鼓壇の切岸根元か ら千畳平曲輪平坦面まで、岩盤を削平 して緩傾斜がつけ

られてお り、そこに土砂を盛って段が造 られていた。段の北部には土砂の流失をふせ ぐた

めの荒い石組が施されてお り、石組みには瓦片そして唐津系陶器や土師質土器の破片が混

入されていた。

石組みの北側には方形プランで一辺約20cmを 測る小型のピット (P2)、 幅約20cmを 測

り東西に走る浅い溝状遺構 SD02が 存在する。

土媛 SK01は トレンチ内にかかる部分のみ完掘 した。長軸1.5m以上、短軸約 1,2m、

深 さ約80cmを 測 り、底部のプランはやや瓢箪形を呈 している。内部には底部まで近 。現代

の陶磁器やビンなどの廃棄物がたまっていた。地元の人によると以前千畳平が畑 として利

用されていた頃、この辺 りに水溜めがあったとのことであ り、 SK01が これにあたると

みられる。

SD01北 側では、T-3～ T-5に はピットなどの遺構は存在 しなかったが、T-6

ではP7・ P8を確認 した。 P7は T-1で 検出したPl・ P2と ほぼ同型で、長軸約40

cm、 短軸約20cmを 測る。 P8は完掘 していないため、 P7と の関係は不明であるが、壁面

沿いに柱 を支えるためとみられる石を並べている。

第 3節  Ⅱ区の調査

T-7・ T-8。 T-9を 中心として、旧便益施設北側に設定した調査区である。

調査の結果、Ⅱ区一帯は谷状地形を大規模に埋め立てて敷地を確保していることが判明し

た。この造成土内からは多量の鉄津と数片の瀬戸灰釉端反皿の破片が出上した。

調査区内で検出した遺構は通路状遺構 1、 溝状遺構 4、 土媛 4、 小型のピット4である。

通路状遺構の幅は東端部で約70cm、 調査区中央付近で約50cmを測る。南北に浅い溝状



遺構 SD01と SD02が 存在 し、これらが通路の側溝であると考えられる。 SD01は

検出長約9.5m、 幅約70cm、 深 さ約15cmで、 SD02は 検出長約3.5m、 幅約70cm、 深 さ

約15cmを 測 り、西側は撹乱を受けているためか消失 してお り、どこまで伸びてい くのかは

わからない。 SD02の 北側壁は一部に暗茶褐色土を盛って補4分 されてお り、通路面 と溝

内には土師質土器の破片が散乱 していた。

この通路状遺構の東には山麓にある広瀬絣センター裏から千畳平へ至る遊歩道があ り、

この遺構はその通路と連続しているように見受けられる。

SD03は 北東一南西方向に走る溝状遺構で、北東端は北へ若干カーブして調査区外へ

続いている。溝の断面形は方形を呈し、幅約30cm、 深さは約12cmを 測る。溝内部からは土

師質土器片や信楽系の陶片・瓦片等が出土している。

なお、SD03は SD01に よって切られている事から、SD03が 埋没した後に通路

状遺構が作られたと考えられる。

SD04は 調査区西端で検出した浅い溝状遺構である。主軸を北東一南西にとり、岩盤

上に掘 り込まれている。東部の造成土部分まで続くと見られるが、撹乱を受けているため

確認できなかった。

SK01は土師質土器廃棄土媛である。一部調査区外であったため全容は不明であるが検

出部分の規模は、東西約1.5m、 南北約1.4m、 深さ約30cmを測る。内部には土砂に混 じ

って京都系土師質土器皿片が多量に廃棄されており、中には完形品もあった。その他白磁

小郭片や鉄釘が出土している。

SK02は 長軸約1.5m、 短軸約1.lm、 深さ約50cmを測る。不整楕円形の上媛である。

内部には淡茶褐色砂質土が堆積していた。出土遺物も無く遺構の性格は不明である。

SK03は 径1.5m、 深さ10cmを測る不整円形の上墳である。SD01埋 没後に掘 り込

まれており、土媛内北西部には島状の高まりが存在する。遺構の性格ははっきりしないが、

その形状から植栽痕とも考えられる。

SK04は 径約80cmを測る円形の土竣である。中央には約10cmの高まりがある。

遺構の性格は断定できないが、土層を観察すると、高まりの頂部付近の土が壁面付近の

土と異なっており、柱を抜き取った跡にも見えることから、柱穴である可能性もある。
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第 3図 Ⅱ区 遺構平面図 (ト ーン部は岩盤)(S=1/60)

13



１ ２ ３ ４

~A
'

′/

暗
茶

褐
色

粘
質
土

(炭
化

物
少

量
混

じ
り
、
砂

粒
多

い
)

暗
茶

褐
色

粘
質

土
(1
層

よ
り
や

や
し
ま
る
、
通

路
跡

覆
土

)

黄
褐

色
砂

質
土

(橙
褐

色
粘

土
混

じ
り

)

暗
茶

褐
色

粘
質
土

(橙
掲

色
及

び
緑

青
色

粘
土

混
じ
り
、
土

師
質

土
器

含
む

)

橙
茶

褐
色

砂
質

土
(炭

化
物
微

量
混

じ
り

)

黄
褐

色
砂

質
土

暗
責

褐
色
砂

質
土

暗
責

褐
色
砂

質
土

(7
層

と
同

じ
?)

黄
褐

色
砂

質
土

橙
褐

色
砂

質
土

(暗
茶

褐
色

上
、
黄

掲
色
砂

質
土
混

じ
り
、
炭

化
物

微
量
含

む
)

橙
褐

色
砂

質
土

(黄
褐

色
砂

質
土

混
じ

り
、
炭

化
物

微
量
含

む
)

黄
褐

色
砂

質
土

橙
褐

色
砂

質
土

(黄
褐

色
砂

混
じ
り

)

黄
褐

色
砂

質
土

(茶
褐

色
砂

質
土

混
じ
り

)

暗
茶

褐
色

砂
質
土

(責
褐

色
砂

質
土

混
じ
り

)

黄
褐

色
砂

質
土

(白
色
砂

粒
子

混
じ
り

)

暗
黄

茶
褐

色
砂

質
土

暗
黄

茶
褐

色
砂

質
土

(刊
7層

よ
り
明

る
い

、
炭

化
物

少
量

、
鉄

滓
2点

含
む

)

0 
  
  
  
  
1m

５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

糾 ｏ 図 　 日 図 　 ＃ Ч ７ マ Ｙ 】 卜 嗣 野 団 図 （ ∽ ＝ ユ お ｅ

牌 ト



第 4節 出土遺物

1.I区

(1)T-2出 土遺物 (第 10・ 11図 )

1～ 5は石組遺構からの出土品である。 1は唐津皿。全体に灰緑色の釉がかかり、見込

部に鉄絵の草花文を施す。 2は唐津碗で、淡茶褐色の透明感のある釉がかかる。内面には

茶せんで撹拌 した際のものと見 られるす り目が残る。 3、 4は丸瓦。 3は内面にコビキB

と布 目痕が残る。内外面ともいぶしで黒灰色。 4も コビキBと 布 目痕が残る。内面及び端

部に黒褐色のいぶしがかかるが、全体は淡褐色で焼成はやや甘いか。 5は平瓦。内外面に

ヘラ調整の痕が残る。黄白色の胎土に、大きいものでは約 l cmの 白色や赤褐色の砂粒を多

量に含む。いぶしは部分的で、全体は灰色。また、図化できなかったが、同遺構内からは

京都系の上師質土器皿も出土 している。

6は タイの四耳壺か ?にぶい赤褐色の胎土に、やや緑がかった褐釉がかかる。胴部付近

の破片で、周囲を打ち欠いて円盤状に成形 している。 7は産地不明だが備前系陶器奏か ?

底部～胴部の破片で胎土は黒灰色。外面はヘラケズリ調整、内面は刷毛目調整。 8、 9は

九瓦。 8は内面がコビキAで、吊紐痕 と布 目痕も残る。外面には、丁寧なヘラ調整の痕も

残る。いぶしも良 く、内外面共に黒灰色。 9は内面がコビキBで、内外面ともいぶしで黒

灰色。10、 11は平瓦。10に は端部にコビキB痕が残る。全体はいぶしで黒灰色。11は、う

っすらといぶしがかかり、灰色。

(2)T-3出 土遺物 (第 12図 )

12～ 14は SD01内 からの出土品である。12は第 3ト レンチを掘った際に、SD01の底

部より出土している。京都系土師質土器皿の底部を加工した円盤状土製品で、周囲を丁寧

に研磨し、底部内面は丁寧なナデ。13、 14は第4ト レンチ内SD01上層より出土した京都

系の土師質土器皿。

(3)I区出土遺物 (第 13図 )

15は第 4ト レンチより、16は第 6ト レンチより出土している。15は産地不明の陶器碗

で、胴部中ほどまで、やや黄みがかった透明釉がかかる。胴部外面、高台共にケズリで調

整する。16は 中国製染付皿。内面には 2条の界線をめぐらし、外面は 2条の界線と草花文

を施す。

2.Ⅱ 区

(1)遺構面直上出土遺物 (第 14図 )

17～ 20は、京都系の土師質土器皿。19は灯明皿で、内外面にいぶしが付着している。口

縁部の形態に 2種類のものが見られ、17～ 19は底部からやや丸みを持って立ち上がった口

縁部を強くつまみ出し、内面に沈線状のくぼみを残す。201よややまっすぐ立ち上がり、や

や厚みのある端部をもつ。
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0              10Cm

第10図  I区 T-2
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0           10Cm

第11図  I区 T-2 出土遺物
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|
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淳フアアめ 12 0                10cm

第12図  Itt SD01出土遺物 (S=1/3)

0               刊Ocm

第刊3図  I区 出土遺物 (S=1/3)

(2)通路状遺構出土遺物 (第 15図 )

Ⅱ区では、両側に側溝 (SD01,SD02)を 掘った通路状の遺構が確認されているが、

21、 22は通路上面か ら、23は側溝のSD01よ り出土。21～23は京都系の土師質土器皿。

また、図化できなかったが、SD01上に掘 り込まれた SK02の覆土からは、見込みに鉄絵

の草花文を施 した唐津皿が出土している。

(3)SD03出 土遺物 (第 16図 )

24～29は京都系の土師質土器皿。24、 281よ灯明皿で、内外面にススが付着。口縁部の形

態から3種類のものが見 られる。24は やや厚みのある口縁端部を持つもの。25、 26は底部

よりまっす ぐ立ち上がった口縁部をもつもの。27～29は丸みをもって立ち上が り、内面に

ごくわずかなくぼみを残すもの。30は 陶器鉢か。産地は不明である。表面は火を受けて荒

れている。茶褐色の釉がかか り、日縁部は釉をかき取る。31は平瓦。焼 きはやや甘いもの

の、表面はいぶしで黒灰色。32は鉄釘で、長さ4.7cm、 幅0。7cm。

(4)SK01出 土遺物 (第 17図 )

33～ 37は京都系の土師質土器皿。34、 35、 37は灯明皿で、内外面にススが付着。381ま

白磁の小郭。39は鉄釘で、長さ4.9cm。 幅0,7cm。

(5)遺構面造成土内出土遺物 (第 18図 )

40～ 46イよ京都系の土師質土器皿。47、 48は瀬戸美濃の灰釉皿。いずれも口縁部を欠 くが、

立ち上が りか ら推測すると、47は 直縁、48は端反の口縁をもつ皿か ?49は信楽壷。内面

は丁寧なナデで、外面は下方へ粘土をナデ下ろしの痕が見 られ、その後丁寧なナデ調整で

仕上げる。501よ 用途不明の鉄製品で、長 さ7,9cm、 幅 0。5cm。 511よ 用途不明の鉄製品。縦

2.5cm、 横 1.5cm、 后≡さ0。2cm。

(6)Ⅱ 区出土遺物 (第 19図 )

52、 53は京都系の土師質土器皿。54～56は近世の陶磁器と思われる。54は染付皿で見込

みに 1条の界線を施す。高台内は無釉で削 り出し。55は肥前系白磁皿か ?56は 、白磁皿

か ?57は信楽壷の胴部。内面は荒いナデだが、外面は丁寧な刷毛調整を施す。58は銅銭で、

「寛永通宝」である。

▽ ′√ 雨 6
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第14図 工区 遺構面出土遺物 (S=1/3)

第15図 I区 通路状遺構出土遺物 (S=1/3)
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/´ 28
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0            5cm
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0                10Cm

第16図  Itt SD03出土遣物
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0           10Cm

て⊃ヅ眩
0                10Cm

叉 0            5cm

Ⅱ区 SK01出土遺物 (33～38は S=1/3、 39は S〓 1/2)
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0                 10cm

第刊8図  I区 遺構面造成上内出土遺物

(50, 511よ S=1/2、 その他はS=1/3)

0                10cm

第19図  I区 出土遺物

(52～57は S=1/3、 58は原寸大)
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(7)千畳平地区製鉄関連遺物 (第20図 )

千畳平地区では、I区及びⅡ区遺構面造成土中から鍛冶に関連した遺物が出上している。

第20図 は穴澤義功氏の鑑定による鍛冶津及び鉄製品の分類図で、621よ I ttT-2石 組遺構、

71は Ⅱ区SD03出 土で、その他は全てⅡ区造成土内からの出土である。

59～ 71は枕形鍛冶津である。60・ 61・ 69・ 70は 内部に金属鉄を若干含むが、70以外は

全て銹化 している。62～64に は鍛冶棒を差 し込んだ痕跡が見 られ、図では62・ 63は下か

ら上へ、64は左から右へ棒を差 している。72～ 76は鍛冶滓で、74～76は金属鉄を若干含む

が銹化 している。77～ 871ま鉄製品の釘である。中には曲がったものもあり、使用済みのも

のと考えられる事から、これらは鉄津とは直接関係は無いと思われるが、同じく造成土中

から出土したため一緒に掲載 した。

20
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第 5節 まとめ

千畳平地区では、調査面積は少なかったが、比較的多くの遺構が検出された。遺構面は

後世に撹乱を受けていたが、遺構内から出土した瓦の製作技法 (注 1)や唐津系陶器など

の年代観 (注 2)か ら、主として1600年前後の遺構であると考えられる。

I区では風化花尚岩の岩盤上に遺構が掘られており、 トレンチ内からピット列と溝状遺

構そして石組を検出した、これらはほぼ同軸で並んでおり、ピットはセット関係があると

考えられるが、これらが建物の柱穴かそれとも柵などのものかは不明である。

出土した土器・陶磁器の破片点数は土師質土器片 7、 備前系陶器が 1、 肥前 (唐津)系

陶器 2、 中国青花 1、 産地不明陶器 3で、瓦は平瓦39、 丸瓦 7であった。

Ⅱ区については斜面を大量の土砂を用いて埋め立てることにより敷地を拡張しており、

その上に溝や土媛が掘り込まれていた。

遺構面造成土中には若千の瀬戸灰釉皿片と共に多くの鉄滓と鉄製品 (図20)が含まれて

いた。鉄津は鍛冶作業によって生じる椀形鍛冶津とみられる。鉄製品は全て釘である。中

には湾由したものもあることから、建物に使用されていたものが廃棄されたものであると

考えられる。これらの鉄津がどこから運ばれてきたのかは不明であるが、城内で釘などを

製造していたものと考えられる。なお、調査区付近の太鼓壇南側に鍛冶床と呼ばれる区域

が存在し注意される。

遺構面上では側溝を伴う通路状遺構を検出し、上面には土師質土器片が散乱していた。

この通路状遺構は広瀬絣センター裏から千畳平に登る遊歩道とほぼ同位置に検出されてお

り、この遊歩道のルートは当時から利用されていたとも考えられる。

Ⅱ区からの土器・陶磁器の破片点数は土師質土器156、 備前系 1、 肥前 (唐津)系 1、 瀬

戸美濃系 2、 信楽系 2、 白磁 1、 不明 2で、瓦は平瓦のみ 5点であった。この内造成土内

からの出土品は、土師質土器45、 瀬戸美濃系 2、 瓦 1である。

通路状遺構の性格を考える上で参考となるものに、明治44年刊行の松陽新報社発行雲陽

軍実記 (以下、『松陽版』とする)の挿絵の月山城図がある (図版14、 注 3)。 この図は広

瀬天野家に伝わる補正雲陽軍実記全 5巻 (以下、『補正』とする)に添付されていた図を模

写したものである。

『補正』は製作年、作者は不明で、広瀬藩士である森山家の蔵書であったものを天野家

が譲 り受けたものである。現在 1・ 2巻を除いて所在不明となっており、月山城図も実見

できなかった。

F松陽版』によると、『補正』の作者は月山城図について文中に、

「月山城の図絵なに人のつくれる所かは知らずふとあるかたより之を得てうつしおきぬ

図のうち小池殿組やしきとあるをもてみれば尼子家没落後堀尾吉晴公居城し玉ひし時ゑ

かきつくれるものならんか小池それがしは堀尾公の老臣なりされども此時尼子没落後い

まだ百年に及ばず残廓全きを得れば図中十に入九は証とするにたれり唯図のくはしから



ざるこそ遺憾なれ。」

と記述しており、城内の描写が詳細でないが、城下の一角に「小池殿組」という堀尾氏の

老臣の名の付いた区画が描かれていることから、堀尾氏在城期の富田城と城下町を描いた

ものではないかと考察している。

この絵図は『補正』の作者が指摘している通り、山中御殿平付近の状況や千畳平石垣の

形状など描写が本来の遺構の状況と異なる点があり、製作時期や描写の信憑性、また「小

池」という人物の素性など今後も検討していく必要がある。その反面、月山山頂部三ノ丸

の石垣と虎口の形態や、図中で本丸と記されている部分 (現・ニノ丸付近か ?)に大型の

瓦葺建物があることなど、これまでの発掘調査によって明らかになった事象と符合する点

もある。

絵図によると現在の広瀬絣センター付近には蓮池口という虎口が存在する。しかし、そ

こからの登城ルートは描かれておらず、また千畳平には向かって右端の御子守口側には門

が描かれているが、左端の調査地点付近には門や虎口が描かれていない。

前述したようにこの図の精度に問題があるため断定はできないが、あえて作者の説を信

用すれば、今回調査した通路状遺構につながるルー トも描かれなかったのかもしれない。

注1. 舟木 聡2003「第V章 まとめ」『史跡富田城跡環境整備事業報告書Ⅱ』広瀬町教育委員会

2。 九州近世陶磁学会2003[九 州陶磁の編年』によると、T-2出土の唐津はI-1期 (1580年代

～1594年頃)も しくはI-2期 (1594年頃～1610年代)と みられる。

3. 井原大之助編19■ 『雲陽軍実記』松陽新報社
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図版 1

Itt T-1(北 東から)

Itt T-1(南 西から)



図版 2

I tt T-2(北西から)

Itt T-2(南 東から)



図版 3

Itt T-2 石組遺構 。P,2・ SD02(東から)

Itt T-2 石組遺構 (北西から)



図版 4

I tt T-2 石組遺構陶磁器・瓦出土状況 (北東から)
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図版 5
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図版 6
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図版 7

Itt T-6(西から)

Itt T-6 P.8(南 から)
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図版13

護

れ ■|||■ |

I[�  SK04 ユコ冒凶F面](f萄 から)

Ⅱ区 SK04 完tFB】犬況 (耳とん`ら)



斡

ィ芥

慈

■
鞭
導
藤ゝ
ギ
選

醍，
か
．ｋ
ィ
↓
蓉

ガ

醍

松陽新報社版 雲陽軍実記 月山城図



図版15

I tt T-2 石組遺構出土遺物



図版16

I tt T-2 出土遺物



図版17

Itt SD01出土遺物 (12～ 14)、 I区 出土遺物 (15、 16)

I区 遺構面出土遺物

I区 通路状遺構出土遺物
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図版19
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第Ⅲ章 日向丸城砦跡群

第 1節 調査に至る経緯

平成11年に広瀬町塩谷地区において林道建設が計画され、その計画ルー ト内において埋

蔵文化財の有無を確認するため分布調査を行った。その結果、付近には周知の遺跡である

日向丸城砦跡群が存在 し、その内 2つの曲輪がルー ト上にあることが判明した。

そこで、広瀬町教育委員会では、事業主体者である広瀬町森林組合 と協議 したところ、

ルー トの変更は困難であるとの結論に達 し、発掘調査を行って記録保存に留めることにな

った。

第 2節 発掘調査 の概要

当初、予定地内には2段の曲輪が存在するように見受けられた。林道建設は上段の曲輪

(以下、曲輪 1と する。)全体と下段の曲輪 (以下、曲輪 2と する。)の付け根部分が姑象

になっており、発掘調査もこの部分を対象に行った。

また、曲輪2の構造を明らかにするために、曲輪中央部を縦断するサブトレンチを設け

て調査を行った。

なお、調査開嬌時には曲輪1の西端まで重機による掘削が進んでおり、急な崖になって

いたため、この部分については安全上の理由から満足な調査が行うことが出来なかった。

第 3節 検出遺構

1.曲輪 1

発掘前の状況では、狭い曲輪の中央を浅い窪地が横断してお り、後世に山道が設けられ

たものと思われた。調査の結果、溝状遺構 (SD01)で あることを確認 した。南西端部

が未検出のため全容は不明であるが、検出部の長さ 6m、 幅約 1.5m、 深 さ約50cmで、風

化花筒岩質の地山に掘 り込まれてお り、断面形は逆台形状を呈する。曲輪中央付近を頂点

として東西方向に傾斜 し北東部は曲輪の肩部にぶつかって終わっている。遺構内には地山

の自然風化土である橙褐色土が堆積 していた。内部か ら遺物は出土 しなかった。

2.曲輪 2

曲輪 1の北側に一段下がって隣接する曲輪である。平坦面の規模は完掘 していないため

全容は不明であるが、幅は北西―南東が約 6m、 北東―南西が約9.5m、 曲輪 1と の比高

差は約 3mを測る。曲輪 1か ら斜面を約 3m下がった所から削平 して舌状の平坦面を造 り、

北端部には造成時の廃土を盛ることで面積 を若千広げている。曲輪西端部の切岸には造成
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第22図  日向丸城砦跡群調査前地形測量図 (S=1/80)
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第23図  日向丸城跡遺構平面図 (S=1/100)

51



船 Ｈ ロ 　 ロ Ⅱ 汁 毒 尊 ＝ 嗣 罫 団 ・国 （ ∽ ＝ ユ お ９

部

1 
表

土

暗
黄
掲

1笛
砂
賞
土

暗
茶
褐
色
砂
質
土

浚
橙
猾
色
砂
買
土

淡
橙
褐
色
砂
賞
土

(炭
1勁

含
む

)

(地
山

ブ
ロ
ッ
ク
含
4)

(炭
化
物
含

む
,

２ ３ ４ ５

16
4,
倣
■
Al

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
4m

「



ρ
Ц

虫

咀

舗
壁
迎洲
鼈

＼

第25図  日向丸城砦跡群縄張図 (S=1/3000) 稔 原図作成



時のものとみ られる工具痕が明瞭に残っていた。

調査区西端では曲輪 2の縁辺部に土媛 (SK01)が 掘 られていた。この土漿は調査区

外に伸びているため全容は不明であるが、検出部分の規模では長辺約 lm、 短辺約70cm、

深さ約 lmを測る。内部には底部付近に地山風化土である真砂土が若干堆積 していた他は

ほとんどが表土によって埋没 していた。土墳の時期や性格は不明であるが、その埋没状況

から見て後世に掘 られた遺構かもしれない。

この曲輪内から遺物は出土 しなかった。

第 4節  ま とめ

日向丸城砦跡群は、その存在は古 くから認知されてきたが、具体的な調査・研究が行わ

れたことはなかった。しかし近年、中世城郭研究会会員である寺井毅氏 (注 1)と今岡稔

氏 (注 2)に よって、中心部から調査地点付近までの踏査及び縄張図の作成が行われ、城

の性格について考察が行われている。それによると、現在みられる縄張は、富田城方向に

重点をおいて曲輪が配置されていることから、富田城を攻略するための向城として築城も

しくは改修された可能性が指摘されている。

今回の調査では、日向丸城砦跡群の城郭構造の一端を明らかにすることができた。しか

し、調査区域は城のごく一部分でしかなく、また遺構の時期や性格の手掛かりとなる出土

遺物もなかったため、具体的な事象については今後に多 くの課題が残る。とはいえ、今ま

で謎であった富田城に関係すると考えられる城砦の構造の一端を明らかにできたことは、

一応の成果をあげることができたと言えよう。

注 1.寺 井 毅2000属尼子氏最末期の富田城について 一安来市吉田を中心に一』中世城郭研究第14号

中世城郭研究会

2.今 岡 稔2001『 月山富田城日向丸踏査記』季干J文化財第97号 島根県文化財愛護協会
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図版 1

r喜警摂

富田城跡 (左)と 日向丸城跡 (右)遠景 (西から)

日向丸城跡遠景 (西から)



図版 2

曲輪 1(南東から)

曲輪 l SD01 土層断面 (北東から)



図版 3

曲輪 l SD01 完掘状況 (北東から)

一
鶴
一一一筆

一　　　，，，オ・一・！一一

■言厳li

:鮎
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図版 4

曲輪 2(北西から)

SK01及び曲輪 2 西端の工具痕 (南西から)



図版 5

曲輪 2 切岸部土層断面 (北東から)

由輪 2 先端切岸及び盛土 (北西から)
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